
2000年出上の木簡

二
〇
〇
〇
年
出
土
の
木
簡

概

要

本
号
に
は
、
昨
年
の
研
究
集
会
で

「
二
〇
〇
〇
年
全
国
出
上
の
木
簡
」
と
し

て
報
告
さ
れ
た
遺
跡
を
中
心
に
、
計
六
五
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て

の
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
発
掘
調
査

・
整
理
作
業
な
ど
に
ご
多
忙

な
中
、
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
諸
氏
、
な
ら
び
に
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た

関
係
各
機
関
に
対
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

以
下
、
出
土
木
簡
の
概
要
を
、
時
代
を
追
い
な
が
ら
簡
単
に
紹
介
す
る
。

古
代
の
木
簡
は
、
全
国
各
地
か
ら
出
土
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
ず
都
城
出

土
の
木
簡
に
つ
い
て
述
べ
る
。
平
城
宮
で
は
、
第

一
次
大
極
殿
院
地
区
の
西
側

か
ら
木
簡
が
出
上
し
た
。
第

一
次
大
極
殿
院
地
区
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
警

備
に
あ
た
っ
た
兵
衛
に
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
も
の
や
、
法
会
に
際
し
て
の
僧

侶
の
歴
名
木
簡
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
造
営

。
工
房
と
の
関
わ
り
を
示

唆
す
る
木
簡
も
出
上
し
て
い
る
。
難
波
津
の
歌
を
記
し
た
木
簡
も
出
土
し
た
。

難
波
津
の
歌
の
下
の
句
を
記
し
た
木
簡
の
事
例
の
一
つ
で
あ
る
が
、
万
葉
仮
名

の
表
記
の
仕
方
も
独
特
で
あ
り
、
「訛
り
」
の
反
映
か
と
思
わ
れ
る
節
も
あ
る
。

本
号
の

「釈
文
の
訂
正
と
追
加
」
に
載
せ
た
、
東
木
津
遺
跡
出
土
の
難
波
津
の

歌
木
簡
も
下
の
句
を
記
す
が
、
こ
ち
ら
は
平
仮
名

・
片
仮
名
と
漢
字
の
使
い
分

け
が
興
味
深
い
。
ど
ち
ら
も
下
の
句
を
記
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
語
表
記
の
転
換
点
に
位
置
す
る
文
字
資
料
と
し
て
も
検
討
を
加
え

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
号
に
載
せ
た
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
は
概
し
て
時
期
の
古

い
も
の
が
多
く
、
注
目
さ
れ
る
内
容
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
な
お
、
本
号
の
七

七
年
以
前
出
土
木
簡
は
第

一
次
大
極
殿
院
東
楼
の
柱
穴
出
土
の
木
簡
を
掲
載
し

た
。
第

一
次
大
極
殿
院
地
区
の
警
備
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
木
簡
も
多
い
。
ど

の
地
区
を
誰
が
警
備
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
古
く
て
新
し
い
課
題
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

長
岡
京
か
ら
は
、
東
院
木
簡
の
続
報
が
届
い
た
。
平
城
京
時
代
の
年
紀
を
有

す
る
題
幾
軸
は
、
蔵
の
管
理
や
、
文
書

・
帳
簿
の
保
管

・
移
動
を
直
接
的
に
物

語

っ
て
お
り
、
興
味
深
い
。　
一
方
着
到
札
や
、
仕
丁
の
配
置
を
記
し
た
木
簡
な

ど
は
、
日
々
の
勤
務
に
精
励
す
る
官
人
ら
の
姿
を
紡
彿
と
さ
せ
る
。
ま
た
右
京

六
条
二
坊
六
町
の
六
条
条
間
南
小
路
北
側
溝
か
ら
の
大
量
に
出
土
し
た
木
簡
の

中
に
、
非
常
に
小
さ
な
蘇
民
将
来
札
が
あ
る
。
大
き
さ
か
ら
考
え
て
、
建
物
に

打
ち
付
け
る
よ
う
な
使
い
方
で
は
な
く
、
身
に
つ
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と



2000年 出上の木簡

平城宮跡

華
城京跡左京三条一坊七

藤原京跡十一条・朱雀大
路

酒船石遺跡

○長岡京跡(1)

長岡京跡(2)

平安京跡左京三条一坊十
町

平安京跡左京六条三坊六
町

※ 御室仁和寺
○大坂城跡

※○中之島三丁目所在遺跡

広島藩大坂蔵屋敷跡

※ 加美遺跡
○堺環濠都市遺跡

※ 深江北町遺跡
※ 行幸町遺跡
※ 柴遺跡
※○辻子遺跡

※O幅下遺跡
中村遺跡

※○春岡遺跡群

※ 大坪遺跡
※○若宮大路周辺遺跡群

○北条小町邸跡

○北条泰時 。時頼邸跡

O汐留遺跡
※○大崎城跡

※○蜂屋遺跡

※ 新宮神社遺跡
※O柿田遺跡

荒井猫田遺跡

※ 中野高柳遺跡
※ 洞ノロ遺跡
※○仙台城本九跡

(O)市川橋遺跡
※ 赤井遺跡
柳之御所遺跡

※ 馳上遺跡
※ 石田遺跡
※○山形城跡

※○本町一丁目遺跡

※○安江町遺跡

※○打木東遺跡

※ 畝田ナベタ遺跡

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈ミ県橿原市

奈良県明日香村

京者卜府向日市

京都府長岡京市

京都府京都市

京都府京都市

京都府京都市

大阪府大阪市

大阪府大阪市

大阪府大阪市

大阪府大阪市

大阪府堺市

兵庫県神戸市

兵庫県ネ申戸市

兵庫県山東町

三重県朝日町

愛知県名古屋市

静岡県浜松市

静岡県袋井市

山梨県甲府市

神奈川県鎌倉市

神奈川県鎌倉市

榊奈川県鎌倉市

東京都港区

千葉県佐原市

滋賀県栗東町

滋賀県信楽町

岐阜県可児市・御
嵩町

糧島
県郡山市・安

宮城県仙台市

宮城県仙台市

宮城県仙台市

宮城県多賀城市

宮城県矢本町

岩手県平泉町

山形県米沢市

山形県山形市

山形県山形市

石川県金沢市

石川県金沢市

石川県金沢市

石川県金沢市
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想
像
さ
れ
る
。
蘇
民
将
来
札
の
歴
史

。
使
い
方
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
と

い
え
よ
う
。
米
の
付
札
も
大
量
に
出
土
し
て
お
り
、
近
接
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
西
市
と
の
関
わ
り
も
含
め
て
、
さ
ら
な
る
考
察
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
紫
香
楽
宮
関
連
の
遺
跡
で
あ
る
新
宮
神
社
遺
跡
出
土
の
木
簡
は
、
墨

が
流
れ
て
し
ま
い
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ
る
判
読
は
不
可
能
で
あ
る

も
の
の
、
文
字
の
跡
が
浮
き
上
が
り
、
斜
光
に
よ
る
観
察
が
有
効
な
典
型
的
な

例
で
あ
る
。
本
誌
三
二
号
所
収
の
杉
本
論
文
と
合
わ
せ
て
、
本
号
の
巻
頭
写
真

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

地
方
の
官
行
で
も
、
注
目
さ
れ
る
木
簡
が
数
多
く
出
土
し
た
。
市
川
橋
遺
跡

出
土
の
木
簡
は
東
北
支
配
の
多
様
な
側
面
を
含
ん
で
い
る
。
赤
井
遺
跡
出
土
木

簡
は
、
伊
勢
国
計
会
帳
や
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡

・
八
幡
林
遺
跡
出
土
木
簡
の

分
析
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
国
内
を
い
く
つ
か
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
支
配
す
る

あ
り
方
を
想
起
さ
せ
る
。
周
防
国
府
跡
で
は
、
籍
帳
支
配
に
深
く
関
わ
る
と
み

ら
れ
る
木
簡
が
出
土
し
た
。
記
載
内
容
は
断
片
的
で
あ
る
が
、
か
な
り
厚
み
の

あ
る
横
材
木
簡
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
廃
棄
す
る
際
に
木
目
方
向
に
裂
い
て
い

お
り
、
断
面
が
正
方
形
を
呈
す
る
大
き
さ
に
し
て
い
る
点
や
、
薄
く
は
ぐ
よ
う

に
切
断
し
て
い
る
点
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
り
、
地
方
官
衛
に
お
け
る
事
務
過
程

や
、
木
簡
廃
棄
方
法
に
つ
い
て
多
く
の
知
見
を
与
え
て
く
れ
る
。
元
岡

・
桑
原

遺
跡
で
は
、
年
紀
と
千
支
を
併
記
し
た
記
載
方
法
な
ど
、
豊
か
な
内
容
を
も
っ

た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
地
形
や
、
周
囲
に
展
開
す
る
工
房
遺
構
な
ど
、
飛

鳥
池
遺
跡
を
連
想
さ
せ
る
が
、
大
宝
と
延
暦
以
外
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
が
見
あ

衛

落

落

落

衛

落

落

落

跡

市

衛

衛

町

落

衡

館

館

館

落

落

川

　

　

　

下

官

集

集

集

官

集

集

集

河

都

官

官

城

集

官

城

城

城

集

集

石川県津幡町

石川県田鶴浜町

石川県穴水町

富山県高岡市

新潟県和島村

新潟県笹神村

新潟県中条町

新潟県中条町

島根県松江市

広島県尾道市

山口県防府市

徳島県徳島市

徳島県徳島市

福岡県福岡市

福岡県福岡市

福岡県筑後市

長崎県諌早市

長崎県諫早市

熊本県熊本市

熊本県熊本市

2000年出上の木簡

(○)加茂遺跡
※ 吉田C遺跡
※○美麻奈比古神社前遺跡

※○麻生谷遺跡

下ノ西遺跡

※ 腰廻遺跡
※ (○)蔵ノ坪遺跡
船戸桜田遺跡

※○西川津遺跡

○尾道遺跡

周防国府跡

観音寺遺跡

※○中前川町二丁目遺跡

○井相田C遺跡
※ 元岡・桑原遺跡
※ 彼岸田遺跡
※ 沖城跡(1)
※ 沖城跡(2)
○上高橋高田遺跡

※○白藤遺跡群

※は木簡新出土遺跡  ○は1999年以前出土遺跡  (○ )は 1999年以前出土もある遺跡



た
ら
な
い
点
な
ど
、
検
討
課
題
も
多
い
。

交
通
と
関
わ
る
遺
跡
出
土
の
木
簡
も
近
年
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
深
江
北
町
遺

跡
は
、
墨
書
土
器
か
ら
章
屋
駅
家
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。
出
土
木
簡
は
米
の
出

納
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
国
衛
機
構
と
深
ぐ
結
び
つ
い
た
駅
家
と
い
う
官
衡

の
一
断
面
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
て
い
る
。
柴
遺
跡
出
土
木
簡
も
や
は
り
地
方

支
配
の
拠
点

。
地
方
官
衛
と
し
て
の
駅
家
の
性
格
を
再
確
認
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
推
定
古
代
北
陸
道
と
、
運
河
の
交
点
に
位
置
す
る
加
茂
遺
跡
か
ら
も
、
極

め
て
注
目
さ
れ
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
加
賀
勝
示
札
は
昨
年
の
研
究
集
会

で
も
議
論
に
な
っ
た
よ
う
に
、
釈
文
確
定
も
含
め
多
く
の
問
題
と
、
か
つ
豊
か

な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
交
通
路
と
の
関
わ
り
で
は
、
路
傍
へ
の
掲
示
を
命
じ

た
文
言
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た

「作
路
」
と
釈
読
さ
れ
て
い
る
木
街
は
、
人
間

の
移
動
を
い
か
に
掌
握
す
る
か
と
い
う
、
交
通
路
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る

「関
」
以
外
の
多
様
な
勘
検
の
様
相
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
そ
の
時
期
が
、
渤
海
使
の
来
着
を
大
学
府
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
延
暦

初
年
の
政
策
が
転
換
さ
れ
、
北
陸
道

へ
の
来
着
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期

と
重
な
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
全
国
の
駅
路
再
編
の
史
料
と

さ
れ
て
き
た
、
『日
本
紀
略
』
に
み
え
る
、
近
江

。
若
狭
の
駅
路
を
検
じ
て
い

る
記
事
の
再
検
討
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
水

上
交
通
と
い
う
点
で
は
、
蔵
の
坪
遺
跡
出
土
木
簡
は
津
の
機
能
を
具
体
的
に
示

し
て
お
り
、
か
つ
津
に
対
す
る
国
司
の
関
与
を
う
か
が
わ
せ
、
興
味
深
い
。

中
世
の
本
簡
は
出
土
事
例
に
乏
し
く
、
い
さ
さ
か
寂
し
い
。
そ
う
し
た
中
で
、

洞
の
口
遺
跡
出
土
の
呪
符
木
簡
は
圧
倒
的
な
迫
力
で
あ
る
。
荒
井
猫
田
遺
跡
か

ら
は
大
量
の
呪
符
木
簡
の
出
土
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
量
こ
そ
が
活
発
な
活
動
と

信
仰
の
形
態
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。　
一
見

「変
わ
り
映
え
の
し
な
い
」
木

簡
が
雄
弁
に
語
る
豊
か
な
歴
史
像
を
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
事
例

の
積
み
上
げ
と
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
柿
田
遺
跡
の
巻
数
板
も
、
在
地
に

お
け
る
信
仰
形
態
を
解
明
す
る
上
で
貴
重
な
事
例
と
な
ろ
う
。

近
世
木
簡
は
、
都
市
部
の
藩
邸
出
土
木
街
な
ど
を
中
心
に
、
着
々
と
事
例
を

積
み
重
ね
て
い
る
。
広
島
藩
大
坂
蔵
屋
敷
出
土
木
簡
で
は
、
国
元
の
多
く
の
郡

名
を
、
出
土
し
た
付
札
木
簡
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
俵
の
内
容
量
な
ど

の
信
用
は
、
村
レ
ベ
ル
で
の
俵
詰
め
の
時
点
で
確
保
さ
れ
て
お
り
、
俵
に
付
け

ら
れ
た
付
札
は
、
領
主
に
納
入
さ
れ
た
段
階
で
そ
の
機
能
を
終
え
る
。
そ
れ
が

大
坂
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
理
由
は
注
目
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
国
元

で
機
能
を
終
了
し
た
も
の
が
、
た
ま
た
ま
外
さ
れ
ず
に
付
い
て
き
た
の
だ
と
す

れ
ば
、
領
主
に
よ
る
収
納
時
の
勘
検
の
具
体
的
様
相
を
示
唆
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
荷
札
だ
け
を
外
し
て
確
認
し
た
り
は
せ
ず
、
紙
の
帳
簿
と
現
物
と
を
直
接

照
合
し
、
そ
の
際
に
チ
ェ
ツ
ク
済
み
の
荷
札
を
外
す
こ
と
も
な
く
確
認
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
く
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。　
一
方
も
し
意
図
的
に
荷
札
が
大
坂
ま

で
付
け
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
大
坂
の
蔵
屋
敷
に
納
入
す
る
ま
で
が
村
の
責

任
で
、
そ
こ
に
納
入
さ
れ
た
時
点
で
領
主
へ
の
納
入
が
完
了
し
た
と
見
な
さ
れ

る
の
か
、
あ
る
い
は
国
元
と
蔵
屋
敷
で
二
重
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
の
か
、

な
ど
の
状
況
が
想
定
で
き
よ
う
。
古
文
書
に
見
え
る
納
入
の
あ
り
方
や
、
他
の
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諸
藩
の
あ
り
方
な
ど
も
含
め
て
の
事
例
の
蓄
積
と
考
察
が
期
待
さ
れ
る
。　
一
方

村
落
遺
跡
か
ら
の
出
土
木
簡
も
、
打
木
東
遺
跡
出
土
木
簡
の
よ
う
に
、
古
文
書

か
ら
だ
け
で
は
描
き
き
れ
な
い
事
実
を
知
ら
せ
て
く
れ
て
い
る
。

円
形
の
曲
物
の
底
板
に
墨
書
し
た
木
簡
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ

と
ん
ど
は
、
木
目
に
対
し
て
垂
直
に
文
字
を
書
く
、
横
材
と
見
な
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
本
号
か
ら
、
こ
う
し
た
木
簡
の
釈
文
を
、
横
材
で
は
な
い
木
簡
と
同

じ
向
き
に
組
む
こ
と
に
し
た
。
さ
て
、
円
形
の
底
板
の
場
合
、
木
目
に
対
し
垂

直
に
書
く
こ
と
も
平
行
し
て
書
く
こ
と
も
、
ご
く
自
然
で
可
能
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
木
目
に
垂
直
に
書
く
事
例
が
多
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
木
目
に
垂
直
な

方
が
字
が
書
き
や
す
い
の
か
、
そ
れ
と
も
宗
教
的
理
由
や
地
域
差
、
あ
る
い
は

曲
物
の
内
容
物
に
よ
る
な
ど
、
他
の
理
由
が
あ
る
の
か
、
興
味
深
い
問
題
点
で

あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
言
及
し
得
な
か
っ
た
遺
跡
も
多
い
。
ま
た
誤
解
や
、

理
解
の
不
十
分
な
点
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
何
分
ご
寛
恕
た
ま
わ
り
た

い
と
思
う
。

な
お
、
例
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て
本
号
に
掲
載
し

得
な
か
っ
た
遺
跡
も
多
い
。
奈
良
県
飛
鳥
池
遺
跡

（第

一
一
二
次
）
・
飛
鳥
寺

南
方
遺
跡

・
石
榊
遺
跡

（第

一
一
〇
次
）
。
藤
原
宮
跡

（第

一
〇
七
次
）
・
藤
原

京
跡
左
京
二
条
二
坊

。
藤
原
京
跡
左
京
六
条
二
坊
、
京
都
府
平
安
京
右
京
六
条

三
坊
七

・
八

。
九

。
十
坪

。
伏
見
城
跡
、
三
重
県
喜
春
遺
跡
、
静
岡
県
箱
根
田

遺
跡
、
榊
奈
川
県
建
長
寺
境
内
、
東
京
都
外
神
田

一
丁
目
遺
跡

・
江
東
橋
二
丁

目
遺
跡
、
茨
城
県
羽
黒
遺
跡
、
滋
賀
県
柳
遺
跡
、
岩
手
県
柳
之
御
所
跡

（第
五

三
次
）
、
石
川
県
上
町
カ
イ
ダ
遺
跡
、
広
島
県
安
芸
国
分
寺
跡
、
福
岡
県
立
花

寺
Ｂ
遺
跡
、
佐
賀
県
中
原
遺
跡
で
あ
る
。
ま
た
、
奈
良
県
飛
鳥
池
遺
跡

（第
九

八
次
）

。
太
田
遺
跡

。
西
橋
遺
跡
、
京
都
府
御
土
居
濠
跡

（第
三
次
）
、
兵
庫

県
赤
穂
城
本
丸
跡

。
兵
庫
津
遺
跡

。
姫
路
城
跡
、
三
重
県
桑
名
城
下
町
遺
跡

（伊
賀
町
六
九
地
点
）
、
愛
知
県
志
賀
公
園
遺
跡
、
神
奈
川
県
佐
助
ヶ
谷
遺
跡
、

東
京
都
江
戸
城
跡
和
田
倉
遺
跡

。
溜
池
遺
跡
、
長
野
県
綿
内
遺
跡
群
南
條
遺
跡
、

栃
木
県
樺
崎
寺
跡

（第

一
六
次
）
、
福
島
県
鎌
田
館
跡
、
岩
手
県
仙
人
西
遺
跡
、

山
形
県
古
志
田
東
遺
跡
、
秋
田
県
十
二
牲
Ｂ
遺
跡
、
石
川
県
指
江
Ｂ
遺
跡

（第

二
次
）

・
四
柳
白
山
下
遺
跡

。
木
ノ
新
保
遺
跡
、
新
潟
県
牧
目
館
遺
跡

・
平
林

城
跡

・
春
日
山
城
跡

。
伝
至
徳
寺
跡

。
新
堀
村
下
遺
跡
、
香
川
県
高
松
城
跡
、

長
崎
県
鷹
島
海
底
遺
跡
、
鹿
児
島
県
浜
町
遺
跡
に
つ
い
て
は
本
号
に
も
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
関
係
各
機
関
な
ど
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
な
ん

と
か
早
期
の
掲
載
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。

本
号
は
こ
こ
数
年
で
は
事
例
報
告
が
少
な
い
。
こ
う
い
う
時
期
こ
そ
、
木
簡

学
会
や
本
誌
の
使
命
や
あ
り
方
の
再
確
認
の
好
機
で
あ
ろ
う
。
速
報
性
と
正
確

さ
や
、
報
告
書
発
行
と
の
問
題
、
網
羅
的
な
掲
載
と
雑
誌
に
掲
載
で
き
る
物
理

的
限
界
、
考
古
遺
物
と
し
て
の
側
面
と
文
字
資
料
と
し
て
の
側
面
と
い
っ
た
、

一
見
矛
盾
す
る
、
し
か
も
ど
れ
も
重
要
な
課
題
を
い
か
に
処
理
す
る
か
。
易
き

に
流
れ
ず
改
め
て
問
い
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（馬
場
　
基
）




